この 上に くわしく この 会合の 光景 を 描写す る 必要 は 

あるまい。 要するに、 私たちの 会話なる もの は、 いた 

ずらに 大声 叱 呼して いるが、 プロ ミ ティ ウス (古代 ギ 

リシ ャの 神話 中の 人物) であった らば 耳 も かさずに 自 

分の 岩に 孔を あけて いるで あろうし、 タンタ ラス (同 

じく 神話 中の 人) であったら 気が 遠くな つてし まう で 

あろうし、 また ィキシ イオン (ギリシャ 伝説 中の 人) 

であつ たら われわれの 話な ど を 聴く くらいならば オル 

レン ドルフ 氏のお 説教で も 聞いて いる ほうが 優し だと 

思わざる を 得ない くらいに、 実に 退屈 至極の もので 

あった。 それ にもかかわらず、 私たち は 数 時間 もテ— 



もブ リス バ— ンを 知ってい るので、 彼が シガ— を 取り 

寄せた ときには、 みな 彼の 方 を 見た。 

「不思議な こ ともあれば ある もの さ」 と、 ブ リス バ— 

ンはロ を ひらいた。 

どの 人 もみな 話 を やめて しまった。 彼の 声 はそんな 

に 大きく はなかった が、 お 座な りの 会話 を 見抜いて、 

こ わ J.S 

鋭利な ナイフで それ を 断ち切る ような 独特の 声音で 

あった。 一 座 は 耳 を 傾けた。 ブ リス バ— ンは 自分が 一 

座の 注目の 的と なって いるの を 心得て いながら、 平然 

とシガ ー をく ゆらせて 言い つづけた。 

「まったく 不思議な 話と いうの は、 幽霊の 話なん だが 



て、 アル コ —ルな しの シャンパンの 壜を 持って来 たの 

で、 だれかかった 一座が 救われた。 ブ リス バ— ンは物 

語 を はじめた。 

ひんぱん 

僕 は 長い あいだ 船に 乗って いるので、 頻繁に 大西洋 

を 航海す る 時、 僕 は 変な 好み を 持つ ようになった。 

もっとも 大抵の 人間に はめい めいの 好みと いう もの は 

ある。 たとえて 言えば、 僕 はかって、 自分の 好みの 特 

種の 自動車が 来る まで、 ブロ ー ド. ウェイの 酒場で 四 

十五 分 も 待って いた 一人の 男 を 見た ことがあった。 ま 

あ、 變に 言わせる と、 酒場の 主人な どと いう 者 は、 そ 



せんべ つ 

二 ッ ギン ソン • バン . ピッキ ンス から 餞別に もらった 

上等の シ エリ ー 酒が ニ壜 はいって いたので、 僕 もい さ 

さか 冷やりとしたが、 給仕 は 涙 も 流さず、 くさめ もせ 

ず、 旅行 飽を 取り落とさなかった。 

「では、 ど …… 」 と、 こう 低い 声で 言って、 彼 は 僕 を 

案内して、 地獄 (船の 下部) へ 導いて 行った 時、 この 

給仕 は 少し 酔って いるな と 心の なかで 思った が、 僕 は 

別になん にも 言わずに、 その後から ついていった。 

百 五 号の 寝台 は 左舷の ずっと あとのほうに あつたが、 

この 寝台に つ いて は 別に 取り立てて 言う ほどの こと も 

なかった。 カムチャツカ 号の 上部に ある 寝台の 大部分 



板 を 運動した 挙げ句に 最後の ひと 廻り をして いる 時と、 

最後の 一 服 をく ゆらして いる 時と、 それから 適度に か 

らだを 疲れさせて、 子供の ような 澄んだ 心持ちで 自由 

に 自分の 部屋へ はいると きの 感じで ある。 

ものう 

船に 乗った 最初の 晚、 僕 は 特に 懶か つたので、 ふだ 

ん より は、 ずっと 早く 寝ようと 思って、 百 五 号 室へ は 

いると、 自分の ほかに も 一人の 旅客が あるら しいので、 

少しく 意外に 思った。 僕が 置いた のと は 反対側の 隅に、 

僕のと 全く 同じ 旅行 飽が 置いて あって、 上段の 寝台 I 

アツ パ 1 ■ バ1 ス こうもり 

I 上 床 —— に は ステッキ や 蝙蝠傘と 一緒に、 毛布 

がき ちんと 畳んで あった。 僕 はたった 一人でい たかつ 



たので いささか 失望した が、 いったい 僕の 同室の 人間 

は 何者だろう という 好奇心から、 彼が はいつ て 来たら 

その 顔 を 見て やろうと 待って いた。 

僕が 寝床へ もぐり 込んで から、 ややし ばらく して そ 

の 男 ははい つて 来た。 彼 は、 僕の 見る ことので きた 範 

囲で は、 非常に 背 力の 高い、 恐ろしく 痩せた、 そうし 

てひどく 蒼い 顔 をした 男で、 茶色の 髪ゃ頰 ひげ を 生や 

して、 灰色の 眼 は どんよ リと 曇って いた。 僕 は、 どう 

も 怪しい 風体の 人間 だな と 思った。 諸君 は、 ゥォ— 

ル • ス トリ ） ^あたり を、 別に 何 をして いると いう こ 

ともなし にぶらぶ らして いる 種類の 人間 をき つと 見た 



よりも 遅く 起き、 もし 彼が いつまでも 寝なければ、 僕 

は 彼よりも さきに 寝床 へ もぐ リ 込んで しまうよ うにし 

ていた。 むろん、 僕 は 彼が いかなる 人物で あるか を 知 

ろうと はしなかった。 もし 一度こう いう 種類の 男の 

素姓 を 知った が 最後、 その 男 は 絶えず われわれの 頭の 

なかへ 現われて くる ものである。 しかし 百 五 号 室に お 

ける 第一 夜 以来、 二度と その 気の毒な 男の 顔 を 見な 

せんさく 

かった ので、 僕 は 彼に ついて 面倒な 穿 索 をせ ずに 済ん 

だ。 

い；：： > き 

鼾 を かいて 眠って いた 僕 は、 突然に 大きい 物音で 

目 を さまされた。 その物 音 を 調べよう として、 同室の 



の シガ— か を 鑑定す るよう に 眺めた。 

「湿気な ど は 問題ではありません。 とにかく あなたの 

お 体に 別条ない という こと はたし かです からな。 同室 

のかた がお ありです か」 

「ええ。 一 人い るので す。 その 先生と きたら、 夜な か 

に 戸締り を はずして、 扉 を あけ 放して おくと いう 厄介 

者な のです からね」 

船医 は 再び 僕の 顔 を しげしげと 見て いたが、 やがて 

〔# 「やがて」 は 底本で は 「やが で 匕 シガ— を 口にく わえ 

た。 その 顔 はなん となく 物思いに 沈んで いるら しく 見 

えた。 



「で、 その 人 は 帰って来ました か」 

「わたし は 眠って いました が、 眼 を さました 時に、 先 

生が 寝返り を 打つ 音 を 聞きました。 それから 私 は 寒く 

なった ので、 窓 をし めてから また 寝て しまい ましたが 

けさ 見ます と、 その 窓 は あいている じゃあ リ ません か 

…：- J 

船医 は 静かに 言った。 

「まあ、 お聴きなさい。 私 はもう この 船の 評判 なぞ は 

かまって いられません。 これから 私の する こと を あな 

たにお 話し 申して おきましょう。 あなた はどうい うお 

かた か、 ちっとも 知りません が、 私 は 相当に 広い 部屋 



を ここの 上に 持って おります から、 あなた は 私と 一緒 

に そこで 寝起き をなさい」 

こうした 彼の 申しいで に は、 僕 も 少なからず 驚かさ 

れた。 どうして 船医が 急に 僕のから だの こと を 思って 

くれる ようになった のか、 なにぶん 想像が つかな かつ 

た。 なんにしても、 この 船に ついて 彼が 話した 時の 態 

度 はどう も 変であった。 

「いろいろと ご 親切に ありが と う) J ざ いますが、 もう 

船室 も 空気 を 入れ替えて、 湿気 も 何も なくなって くる 

と 思います。 しかし あなた、 なぜ この 船の ことなん か 

かまわない と言われ るので すか」 と、 私 は 訊いた。 



れ ませんで した。 もし、 ほんとうに 投身した としても、 

ゆうべ は 誰も それ を 見た 者 も 聴いた 者 もなかつ たので 

す。 あの 船室 を 受け持ちの 給仕 は 迷信の 強い 男 だもの 

ですから、 どうも 何 か 悪い ことが 起こり そうな 気がし 

たという ので、 けさ あなたの 同室の 客 を そっと 見に ゆ 

くと、 寝台 は 空に なって、 そこに は その 人の 着物が、 

いかにも そこへ 残して おいた といった 風に 散らか つ て 

いたのです。 この 船中で あなたの 同室の 人 を 知ってい 

< ま 

るの は あの 給仕 だけな ので、 彼 は 隈なく 船中 を 捜し ま 

したが、 どうしても その 行く えが 分からな いのです。 

で、 いかがでしょう、 この 出来事 を 他の 船客た ちに 洩 



しまって くれれば、 わたし は 喜んで 今の 部屋に 残って 

います。 もちろん、 この 事件に ついては 何事 も 洩らし 

ません し、 また、 自分 は あの 同室の 男の 二の舞 はしな 

いという こと を、 あなたに お 約束で きる つもりで いま 

す」 

かんし つと 

船長 は 僕の この 向う 見ず な 考え を 諌止し ようと 努め 

いそうろう 

たが、 〔# 「」 は 底本で は 「、、匕 僕 は 高級 船員の 居候 を 

断 わって、 かの 一室 を 独占す る ことにした。 それ は 馬 

鹿げ た 事であった かどう か は 知らないが、 もしも その 

時に 船長の 忠告 を容れ たなら ば、 僕 は 平平凡凡の 航海 

をして、 おそらく こうして 諸君に 話す ような 奇怪な 経 



僕 は 極度に 興奮して しまった。 ロバ —， ^は 真つ 蒼に 

る 力なぐ 

なって 顫えて いたが、 やがて 重い 真鍮の 金具 をと つ て 

窓の 丸い ガラス戸 をし めかけた。 

「なぜ、 貴様 はおれに 返事 を しないの だ」 と、 僕 はま 

た呶 鳴り 付けた。 

「どうぞ ご 勘弁な すって ください、 お 客 さま」 と、 口 

どち 

バ— トは 吃りながら 言った。 「です が、 この 窓 を ひと 

晚 じゅう しめてお くことの 出来る もの は、 この 船に 一 

人 も いないの です。 まあ、 あなたが 自分で やって ごら 

ん なさい。 わたくし はもう 恐ろしく つて、 この 船に 

い つ とき 

一刻 も 乗って はいられません。 お 客 さま、 わたくしが 



の 飛沫が かかった ので、 はっと 眼 を さまして 飛び起き 

ると、 船の 動揺の ために 足 をす くわれて、 ちょうど 窓 

の 下に ある 長椅子の 上に 激しく たたきつけられた。 し 

かし 僕 はすぐ に 気を取り直して 膝で 起った。 その 時、 

窓の 戸が また いっぱい にあいて、 またし まった ではな 

ヽ/ T O 

レ 力 

これらの 事実 はもう 疑う 余地がない。 僕が 起き あ 

がった 時にはた しかに 眼 を あけて いたので ある。 また、 

たとい 僕が 夢うつつ であった としても、 こんなに 忌と 

いう ほどた たきつけられて 眼を醒 まさない という 法 は 

ない。 そのうえ 僕 は 肘と 膝と によ ほどの 怪我 をして い 



と、 その 怪物 は 僕の 方へ 猛烈な 勢いで 飛び かかって き 

た。 ねばねばした、 重い、 濡れた 泥の かたまり のよう 

な 怪物 は、 超人の ごとき 力 を 有して いたので、 僕 は 部 

屋を 横切って たじたじ となると、 突然に 入り口の 扉が 

さっと あいて、 その 怪物 は 廊下へ 飛び出した。 

僕 は 恐怖心な ど を 起こす 余裕 もな く、 すぐに 気 を 取 

り 直して 同じく 部屋 を 飛び出して、 無我夢中に 彼 を 追 

撃した が、 とても 追いつく こと は 出来なかった。 十 

^ - 1 ド もさき に、 たしかに 薄 黒い 影が ぼんやりと 火の 

ともって いる 廊下に 動いて いるの を 目撃した が、 その 

速さ は、 あたかも 闇夜に 馬車の ランプの 光り を 受けた 



寝台 を 調べ た。 

しかし 僕 は 失望した。 実のところ、 何もかも Si 心な 夢 

であった 昨夜の 事件 以来、 ロバ— トは 寝床 を 整える 勇 

気 は あるまい と 想像して いたので あつたが、 案に 相違 

して 寝床 はき ちんと 整頓して あるば かり か、 非常に 潮 

くさく はあった が、 夜具 はまる で 骨の ように 乾いて い 

た。 僕 は 出来るだけ いっぱい 力— テン を 引いて、 細心 

くま 

の 注意 を 払って 隈なく その 中 を あらため ると、 寝床 は 

まったく 乾いて いた。 しかも 窓 はまた あいている では 

ないか。 僕 はなん という ことなしに 恐怖の 観念に 駆ら 

れ ながら 窓 をし めて、 鍵 を かけて、 その上に 僕の 頑丈 



な ステッキ を 真鍮の 環の 中へ 通して、 丈夫な 金物が 曲 

ね かぎ 

がる ほどに うんと 捻じた。 それから その 手燭の 鉤を、 

自分の 寝台の 頭のと ころに 垂れて いる 赤い 天鵞絨 〔# 

「天鵞絨」 は 底本で は 「天鵞絨 匕 へ 引っかけ ておいて、 気 

を 鎮める ために 寝床の 上に 坐った。 僕 は ひと 晚 じゅう 

こうして 坐 つ ていたが、 気 を 落ち着ける どころ の 騒ぎ 

ではなかった。 しかし、 窓 はさす がに もうあ かな かつ 

た。 僕 もまた 神 わざで ない 限リ は、 もう 二度と あく 気 

づ かいはな いと 信じて いた。 

ようように 夜が あけた ので、 僕 は ゆうべ 起こった 出 

来 事 を 考えながら、 ゆっくりと 着物 を 着かえ た。 非常 



「あなた は、 私が 好んで あなたのお 話 を 疑う とお 思い 

のよう です ね」 と、 船医 は 僕が あまりに 窓の こと を詳 

まま 5; 

しく 話す ので 微笑みながら 言った。 「私 はちつ とも 疑 

いません よ。 あなたの 携帯品 を 持って いらっしゃい。 

一 一人で 私の 部屋 を 半分ず つ 使いましょう」 

「それよりも どうです。 わたしの 船室に おいでな すつ 

て、 二人で ひと 晚を 過ごして みません か。 そうして、 

この 事件 を 根底まで 探る のに、 お 力添えが 願えません 

でしよう か」 

「そんな 根底まで 探ろう などと こころみ ると、 あべ こ 

べに 根底へ 沈んで しまい ますよ」 と、 ^医 は 答えた。 
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